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「ppp ＝ 20 フォン、pp ＝ 40 フォン、p ＝ 55 フォ
ン、mf ＝ 65 フォン、f ＝ 75 フォン、ﬀ ＝ 85 フォ











































あると述べている 2)。颯田 (1976) は、日本が幼少年
の音声について無関心であり、金切り声を出して
叫んでも全く気にせず、繊細な喉頭がめちゃめちゃ
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